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(1) 監督 ･編集 :野中真理子,2001年,16ミリ,カラー,80分o語り:イッセ 尾ー形,制作 :マザー
ランド,r子どもの時間｣映画上映委員会
(2)毛利子釆 (1929-),千葉県生まれ｡岡山医科大学卒｡1960年,東京原宿で毛利医院を開業後,
以来,今日にいたるまで小児医療にたずさわる現役の医師である｡開業医としての仕事のかたわ
ら,母子保健,育児,教育の問題を追及し,F現代日本小児保健史J(1972),rひとりひとりのお
産と育児の本Jl(1982,毎日出版文化賞受賞),rエセ医者Mの伝説.a(2001)など多くの著作を執
筆,発表する｡ 季刊雑誌 rちいさい･おおきい･よわい･つよい』の編集代表として,形式にと
らわれないしなやかな発想で楽しく育児ができるようメッセージを発信し,読者からの支持を集
めている｡ その活躍ぶりは,テレビ,ラジオ,新聞 ･雑誌等のメディアでも広く知られている｡
また,市民運動においても,｢障害児を普通学校へ全国連絡会｣世話人,｢ワクチントー ク｣全国
代表として精力的に活動を展開してきた｡
(3) スポック (Spock,Benjamin1903-1998),アメリカの小児科医｡コロンビア大学医学部を卒
業後,小児科医として医療に従事する. ピッツバーグ大学,ウエスタン･リザーブ大学の教授を
歴任し,引退後は反戦運動や政治的活動にも参加する｡ 主著 rスポック博士の育児書｣(1945)
は,各国語に翻訳され,｢子育てのバイブル｣として多くの読者の心をつかんだ｡
(4)松田道雄 (1908-1998),小児科医｡茨城県生まれ｡三高をへて,1932年京都大学医学部卒｡
戦前は京都,和歌山で衛生行政職に就くかたわら,結核診断についての研究を手がける｡軍医と
して召集を受けたことをきっかけに,戦後は開業医として診療にあたる一方,小児科医としての
豊富な経験に基づいた育児書や結核患者のための啓蒙書を数多く執筆する｡1960年に保母や教育
研究者を中心に組織された関西保育問題研究会会長に就任,そこでなされた研究,実践活動が全
国から注目される. 代表作に rわたしは赤ちゃんJ(1960),rわたしは二歳』(1961)などがある｡
また,『育児の百科』(1967)は,育児書のロングセラーとしてあまりにも名高い｡社会思想への.
造詣も深く,ロシア革命史研究においてもすぐれた業績を残している｡
(5)毛利子来 町子育ての迷い解決法10の知恵』集英社新書,1999年,11頁
(6)毛利子来 『えせ医者Mの伝説』新潮社,2001年,90頁
(7)毛利子釆 『新エミー ル』ちくま学芸文庫,1985年,15-16頁
(8) 前掲 『子育ての迷い解決法10の知恵j25頁
(9)前掲 『えせ医者Mの伝説｣146頁
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